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擬似ベル状態を用いた量子リーディングに関する研究







S. Pirandola によって考案された量子リーディングがある [1]．






























レント状態を用いる．振幅 α, 振幅 β のコヒーレント状態をそ
れぞれ |α⟩A , |β⟩B とすると，擬似ベル状態は以下のように表さ
れる．
|Ψ1⟩AB = h1(|α⟩A |β⟩B + |−α⟩A |−β⟩B) (1)
|Ψ2⟩AB = h2(|α⟩A |β⟩B − |−α⟩A |−β⟩B) (2)
|Ψ3⟩AB = h3(|α⟩A |−β⟩B + |−α⟩A |β⟩B) (3)
|Ψ4⟩AB = h4(|α⟩A |−β⟩B − |−α⟩A |β⟩B) (4)
ここで，{hi} は規格化定数である．α = β のとき，|Ψ2⟩AB
と |Ψ4⟩AB はエンタングルメントが最大となる．本研究では，
図 1 片側減衰と位相雑音がある量子リーディングのイメージ図
|Ψ2⟩AB と |Ψ4⟩AB のことを “最大擬似ベル状態”，|Ψ1⟩AB と
|Ψ3⟩AB のことを “非最大擬似ベル状態”と呼ぶ．また，本研究で













































P (θ)e−2(x−|α| cos θ)
2
dθdx. (6)



























図 2 はそれぞれの状態の信号光の平均光子数を 1，透過率を
0.9に固定し，位相雑音の分散の値を 0.001から 1まで変化させ





























図 2 平均光子数を 1，透過率を 0.9に固定し，位相雑音の分
散を変化させたときの誤り率
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